〈　言葉の力をつける　〉
千葉県　柳田良雄

　言葉の力をつけることを、学級づくりの柱として日々実践している。学級通信のタイトルの「パワーオブワード」である。以下、学級通信を２つ紹介する。１つは「川とノリオ」の授業実践について。国語の授業では生産的な討論ができるよう、試行錯誤を繰り返している。もう１つは日常での子ども達とのやりとり場面である。豊かな言葉のやりとりができればと願っている。（４０号のトイレに関する文、「空想＝クソ」「思考＝シッコ」です）
POWER　OF　WORDＳⅡ
～パワーオブワーズ　Ⅱ～６―1学級通信23号　２０１５，６，２4
川とノリオ（その３）
〈  クライマックスの討論の感想（つづき） 〉
・海衣菜さんのするどい指摘がとっても「あぁ～」と思いました。討論には参加できなかったけれど、聞いていて楽しかったです。「Ｅ」の人数は多かったけれど、「Ｊ」のたった一人の意見が合っているとは思いませんでした。（七海さん）

・松尾君の反論がすごく心に残っている。今までの討論の中では私は一番おもしろい討論だったと思う。（菜々海さん）

・瀬崎君のやぎの意見がおもしろかったです。（勇磨君）

・討論をした感想は、私は意見は言えなかったが、討論を聞いていてよくわかったし、楽しかった。山中さんと江口君のあらそいはおもしろかった。  (未唯さん）

・隼斗君が私に反論したとき、一瞬返せませんでした。他の人に反論したときには「再反論できるだろう！」と心の中で思っていたけれど、自分に言われると、それは説得力があり「ビクッ」とします。隼斗君に反論された山中さんはすぐに反論できていたのですごいと思いました。よくよく討論は楽しいなと思いました。（海衣菜さん）

６時間目は導入部の読解である。物語文の読解では「時、場、人物」の確認が大切である。
まずは「時」。戦前の物語である。それがわかるところに線を引かせてもってくるように指示した。「違います」「違います」の連続である。何十人目かに「正解です」が出た。悠翔君である。そのあと舞夕さん、愛海さんが見つけた。

「川底にちゃわんのかけらなどしずめたまま」が正解である。「なぜこの箇所か。自分の言葉でしっかり説明しなさい。」 と言うと、たくさんの子が発表できた。

次は「場」。これは数カ所あるが、簡単に取り上げた。

最後は「人物」。「ノリオ」である。

「なぜカタカナ表記なのですか？皆さん疑問に思わなかったのですか？」と問うと、「なるほ
ど、言われてみれば、そうだ。どうしてだ・・・？」となった。ノリオを漢字で書かせると、
紀夫、則雄、典男などいくつか出された。「ハーフ」とか「ひらがながなかったから」などの
理由が出された。（「ひらがながない」とはついこの間、歴史の学習をしたばかりではないかと
の反論あり） 違う意見が出なかったので、私の解釈を述べた。ノリオという無機質な没個性的

な表記は、当時のたくさんの子ども達を象徴しているのであろう。「ノリオ君」という一人の子の悲しいできごとではなく、戦争によってたくさんのたくさんの子ども達が悲しみの底に落とされてしまったことを述べているのだろう、と伝えた。

　この後、タカオとの字面から受ける感じの違いや、ノリオを横に書くと川オになるといった話をしておしまい。

POWER　OF　WORDＳⅡ
～パワーオブワーズ　Ⅱ～６―1学級通信40号２０１５9,25
最近のお話から
「今ね、『図形（算数の「図形」分野のこと）苦手だ、あぁ図形嫌だ』と２分間で４回つぶや
いた人がいましたよ。こんなに言えば、確かに苦手で嫌になりますよ。いつも言ってるでょ。
『嫌だ』とか『無理！』とか、口に出さないんですよ。口に出すと、そうなりますから。禁止
の３Ｄも覚えていますか？はい、『でも　だって　どうせ』でしたね。こんな言葉、言わない
んですよ。そうするとよいめぐりになってきますから。」

「休み時間にね、ある女の子から『先生、来年は1年生の担任になってくれませんか』と言わ
れました。1年生、かわいくていいのだけれど、私には不向きですね。ギャグが通じませんか
ら。ほら例えば『おい、なんだよこの作品は。隣りの子と同じじゃないか。おまえはサノケン
か？』っていうギャグ聞きましたけど、意味わかりますよね？あれ、半分くらいの子しかわか
らないとは。もっとニュースをご覧なさいな。」

「落書きと言えばね、先生が若い頃は、公衆トイレはそれはもう落書きだらけでした。でも一
度上野のトイレで感動した落書きありました。こう書いてありました。『トイレは思考と空想
の場である』・・・おぉ片岡君わかりましたか！すばらしいです。」

「太陽は大きいことがわかりましたが、宇宙全体からみれば、そう、鼻くそみたいな大きさで
すよ。ペテルギウスとかね、太陽と比べるとこのくらいですから（え～！の声）そうなると地
球はもう鼻くその「は」にもなりませんよ。その中の日本、の中の千葉、の中の松戸、の中の
六実小、の中の6年1組の教室、でもって、机から消しゴムが出たとか出ないとか、ほ～～～
～んと、ど～～～～でもいい！って思いませんか？」

「あなた達ね、もっと上手に切り返しなさいよ。バレーボール見てますか？柳田選手活躍して
るでしょ？このこと話題にしたとき、学年別でどう返ってくるか。低学年ならね『・・・ほん
とに出てたの？・・・』ってね、映像見ていなければ、数％ほんとかな？と思っちゃうんです
中学年なら『うそだぁ、出るわけないじゃん！』って言いますね。ではあなた達高学年は？そ
う、『先生、あのスパイクよかったですよ！』くらい、言いなさいよ。」

待ちに待った修学旅行です。早く寝て、体調を整えましょう！　　　　　　　　　　　　　　　

